第11回中映協映像コンテスト開催要項　学生の部
主催　　中部映像関連事業社協会（中映協）
応募条件
1） 中部地区在住の高校生、専門学校生、短期大学生、大学生、大学院生

2） ジャンルは全てとする。
　　短編映画・ドキュメンタリー・CM・アニメ・CG・学校放送活動等

３）平成24年4月1日～平成25年3月31日に完成の作品に限定する。作品は15分以内とし、規定の申込書に必要事項を記入し、DVDにコピーした作品と共に提出する。（応募作品は返却しない）
４）出品料は無料とする。　　　　　
応募作品募集期間　　平成25年3月10日から4月10日（水）
申し込み先　　　　中映協事務局（〒460-0022名古屋市中区金山2-15-14　052-331-8725）
審査方法

　　　１）役員による予備審査後、本審査を行う。
2） 本審査は非公開とし、審査委員は、主催者が委嘱した6名の審査員で構成する。

3） 審査委員会は、11名の役員と6名の審査委員で構成する。

4） 審査委員会は、審査委員の採点結果を受け、入賞作品の最終決定を行う。

審査委員
伊豫田静弘氏（演出家・審査委員長）
彦坂謙二氏　（中部経済産業局 コンテンツ産業支援室長）
大野康史氏　（愛知県産業労働部産業振興課次世代産業室長）
岡安大助氏　（中日新聞編集局放送芸能部 部長）

石田巳賀氏  （華道 石田流 次期家元、名古屋市文化振興事業団評議員）

澤田健邦氏　（元･中映協理事、映像制作プロデﾕーサー）
入賞　ジャンル別大賞（学生部門）賞状　記念品（5万円相当）　　　
· 大賞受賞作品および、役員会で優秀と推奨された作品を全映協映像コンテストにエントリーする。

発表／表彰
入賞作品の発表と表彰は中映協定時総会（平成25年5月30日）にて行う。
· 審査基準
· 「企画背景と企画意図」「作品のねらいと表現」は明確か？
· 企画、制作、視聴、運用のあらゆるプロセスで新しい創意工夫はある

· 審査項目…訴求力、企画力、演出力、技術力、独創性。
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